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に

　

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
ー
ク
（M

ediation 
T

alk

：
協
働
・
共
創
の
対
話
）
と
は
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
的
基
盤
（
社
会
構
成
主

義
に
基
づ
く
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
重
視
）
に
、
カ
ミ
ュ
の

自
由
論
（
不
条
理
の
認
識
と
反
抗
的
連
帯
）
お
よ
び

ガ
ダ
マ
ー
の
「
地
平
の
融
合
」
の
概
念
を
統
合
し
た
、

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
選
択
・
自
由
・

対
話
」
の
実
践
モ
デ
ル
で
あ
る
⑴
⑵
⑶
。

　

本
モ
デ
ル
で
は
、「
協
働
」
と
「
共
創
」
を
区
別

し
て
捉
え
る
。
協
働
と
は
、
当
事
者
が
相
互
に
尊
重

し
な
が
ら
情
報
や
経
験
を
共
有
し
、
対
話
を
継
続
す

る
実
践
過
程
で
あ
る
。
一
方
、
共
創
と
は
、
そ
の
協

働
的
対
話
を
通
し
て
当
事
者
双
方
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
が

相
互
に
変
容
し
、
新
た
な
意
味
理
解
や
価
値
、
さ
ら

に
は
意
思
決
定
そ
の
も
の
が
協
働
で
生
成
さ
れ
る
創

発
的
過
程
を
い
う
。

　

従
っ
て
、M

ediation T
alk

の
目
的
は
、
従

来
の
問
題
解
決
型
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に

Interest
・Problem

・Issue

の
構
造
分
析
を
中

心
と
し
た
合
意
形
成
を
目
指
す
こ
と
で
は
な
い
。

　

む
し
ろ
、
当
事
者
が
自
己
の
物
語
を
語
り
、
他
者

の
物
語
を
聴
き
続
け
る
協
働
的
対
話
を
通
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
理
解
の
地
平
を
広
げ
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
相

互
に
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

新
た
な
意
味
理
解
と
協
働
意
思
決
定
が
共
創
さ
れ
る
。

協
働
は
対
話
の
方
法
で
あ
り
、
共
創
は
そ
の
対
話
か

ら
生
成
さ
れ
る
新
た
な
意
味
と
協
働
意
思
決
定
で
あ

る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
協
働
か
ら
共
創
へ
と
展

開
す
る
対
話
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
論
、
カ

ミ
ュ
の
自
由
論
、
お
よ
び
ガ
ダ
マ
ー
の
解
釈
学
を
基

盤
と
し
て
考
察
す
る
。

　
１　１　

M
ediation T

alk
M

ediation T
alk

の
認
識
論
的
基
盤

の
認
識
論
的
基
盤

　
　
　
　

  

―
社
会
構
成
主
義
と
カ
ミ
ュ
の
不
条
理
論

―
社
会
構
成
主
義
と
カ
ミ
ュ
の
不
条
理
論

　

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
「
協
働
か
ら
共
創

へ
」
と
展
開
す
るM

ediation T
alk

を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
理
論
的
基
盤
で
あ
る
社
会
構
成
主

義
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

（4）
。

　

社
会
構
成
主
義
は
、
人
間
が
経
験
す
る
現
実
は
客

観
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
言
語
的
・
社

会
的
相
互
作
用
を
通
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
、
構
成
さ

れ
る
と
考
え
る
認
識
論
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
と
な
り
、
さ

ら
にM

ediation T
alk

に
お
け
る
協
働
的
対
話
と

共
創
的
意
思
決
定
を
支
え
る
理
論
的
前
提
と
な
る
。

　

本
節
で
は
、
①
社
会
構
成
主
義
に
お
け
る
現
実
の

構
成
、
②
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
認
知
フ
レ
ー
ム
、
③
コ
ン
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フ
リ
ク
ト
の
発
生
機
序
、
④
カ
ミ
ュ
の
不
条
理
論
と

の
接
続
、
⑤
ガ
ダ
マ
ー
の
「
地
平
の
融
合
」
と
の
関

係
に
つ
い
て
論
じ
る
。

⑴ 

社
会
構
成
主
義
に
お
け
る
現
実
の
構
成

　

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
社
会
構

成
主
義
を
理
論
的
基
盤
と
す
る
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
モ
デ
ル
で
あ
る
。
社
会
構
成
主
義
で
は
、
現
実

（Reality

）
は
単
一
の
客
観
的
実
在
と
し
て
存
在
す

る
の
で
は
な
く
、
人
々
の
経
験
や
文
化
、
価
値
観
を

背
景
と
し
て
形
成
す
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
い
う
解
釈
枠

組
み
を
通
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
、
構
成
さ
れ
る
も
の

と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
出
来
事
で
あ
っ
て
も
、

人
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
基
づ
い
て
異

な
る
現
実
を
経
験
し
て
い
る
。
こ
の
視
点
は
、
単
一

の
客
観
的
真
実
を
前
提
と
す
る
実
在
論
的
な
医
学
モ

デ
ル
を
相
対
化
し
、
医
療
現
場
に
お
け
る
意
見
の
対

立
や
価
値
観
の
相
違
を
、
異
な
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
相

違
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。Gergen

（
１
９
８
５
）
は
、
現
実
は
言
語
と
社
会
的
相
互
作

用
を
通
し
て
構
成
さ
れ
る
と
論
じ
て
お
り

（5）
、
対
話

は
単
な
る
情
報
伝
達
で
は
な
く
、
新
た
な
意
味
を
協

働
で
生
成
す
る
営
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

⑵ 

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
認
知
フ
レ
ー
ム

　

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
は
、
経
験
、
知
識
、
文
化
、
価
値
観

な
ど
か
ら
形
成
さ
れ
る
認
知
フ
レ
ー
ム
（
解
釈
枠
組

み
）
を
基
盤
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。
医
療
者
は
、
医

学
教
育
や
臨
床
経
験
に
基
づ
く
専
門
的
認
知
フ
レ
ー

ム
を
有
し
、
疾
患
の
病
態
、
生
物
学
的
機
序
、
エ
ビ

デ
ン
ス
、
予
後
な
ど
を
中
心
に
現
実
を
理
解
す
る
。

　

一
方
、
患
者
や
家
族
は
、
人
生
経
験
、
生
活
史
、

家
族
関
係
、
宗
教
観
、
社
会
的
役
割
な
ど
の
生
活
世

界
を
基
盤
と
し
て
現
実
を
意
味
づ
け
る
。
そ
の
た

め
、
医
療
者
と
患
者
は
同
じ
事
象
を
経
験
し
て
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
形
成
す
る
。

W
inslade &

 M
onk

（
２
０
０
０
）
が
示
し
た

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
異

な
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
「
語
る
」
こ
と
と
「
聴
く
」
こ

と
を
繰
り
返
す
対
話
を
通
し
て
、
固
定
化
し
た
意
味

づ
け
を
拓
き
、
新
た
な
理
解
の
可
能
性
を
創
出
す
る

こ
と
を
重
視
し
て
い
る

（6）
。

⑶ 

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
相
違
と
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
生
成

　

社
会
構
成
主
義
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
医
療
現
場

の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
は
、
単
な
る
情
報
不
足
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か
ら
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
認
知
フ
レ
ー
ム
に
基
づ

い
て
構
成
さ
れ
た
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
が
衝
突
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
。
例
え
ば
、
医
療
事
故
を
め
ぐ
っ
て

患
者
は
「
医
療
者
の
不
注
意
に
よ
る
被
害
」
と
理
解

す
る
一
方
で
、
医
療
者
は
「
医
学
的
に
回
避
困
難
な

合
併
症
」
と
理
解
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
相
違
は
、

事
実
認
識
の
差
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
意

味
体
系
の
中
で
現
実
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
に
由
来

す
る
。
従
っ
て
、
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割

は
、
ど
ち
ら
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
が
正
し
い
か
を
判
断
す

る
こ
と
で
は
な
い
。対
話
を
通
し
て
互
い
の
ナ
ラ
テ
ィ

ヴ
を
拓
き
、
相
違
を
理
解
可
能
な
も
の
へ
と
転
換
し
、

協
働
的
な
理
解
を
形
成
す
る
こ
と
に
あ
る

（7）
。

　
⑷ 

カ
ミ
ュ
の
不
条
理
と
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
相
互
変
容

　

こ
の
よ
う
な
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
相
違
は
、
前
回
、
論

述
し
た
カ
ミ
ュ
の
不
条
理
論
と
も
深
く
結
び
付
く
。

カ
ミ
ュ
は
、
人
間
の
意
味
へ
の
希
求
と
、
そ
れ
に
応

答
し
な
い
世
界
と
の
間
に
生
じ
る
断
絶
を
「
不
条

理
」
と
呼
ん
だ

（1）
。
医
療
現
場
で
は
、
こ
の
不
条
理

は
、
患
者
・
家
族
と
医
療
者
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
に
基
づ
い
て
出
来
事
を
意
味
づ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
現
れ
る
。
医
療
者
は
「
医
学
的
制
約
の
中
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で
最
善
を
尽
く
し
た
」
と
い
う
意
味
を
見
い
だ
そ
う

と
し
、
患
者
・
家
族
は
「
自
分
た
ち
の
苦
痛
や
人
生

の
意
味
を
理
解
し
て
ほ
し
い
」
と
願
う
。
こ
の
双
方

の
意
味
世
界
が
互
い
に
承
認
さ
れ
な
い
と
き
、
不
条

理
は
深
ま
り
、
コ
ン
フ
リ
ク
ト
は
固
定
化
さ
れ
る
。

　

M
ediation T

alk
は
、
こ
の
不
条
理
を
消
去
す

る
こ
と
を
目
的
と
は
し
な
い
。
協
働
的
対
話
を
通
し

て
双
方
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
が
相
互
に
拓
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
理
解
の
地
平
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

意
味
理
解
と
協
働
意
思
決
定
を
共
創
す
る
こ
と
を
目

指
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
社
会
構
成
主
義
が
示
す

「
意
味
の
構
成
」
と
、
カ
ミ
ュ
が
示
す
「
不
条
理
へ

の
応
答
」
は
、
対
話
に
よ
る
意
味
の
再
構
成
と
い
う

共
通
の
実
践
的
基
盤
を
有
し
て
い
る
。

⑸ 

ガ
ダ
マ
ー
の
「
地
平
の
融
合
」
か
ら

 　

M
ediation Talk

へ

　

ガ
ダ
マ
ー
が
い
う
「
地
平
の
融
合
（Fusion of 

H
orizons

）」
と
は
、
自
己
と
他
者
が
そ
れ
ぞ
れ
有

す
る
歴
史
的
経
験
や
価
値
観
、
文
化
的
背
景
か
ら
形

成
さ
れ
た
「
理
解
の
地
平
」
が
、
対
話
を
通
し
て
相

互
に
拓
か
れ
、
新
た
な
理
解
が
生
成
さ
れ
る
過
程
を

意
味
す
る
。
こ
こ
で
い
う
融
合
と
は
、
一
方
が
他
方

に
同
化
し
た
り
、
両
者
の
違
い
が
消
失
し
た
り
す
る

こ
と
で
は
な
い
。
互
い
の
差
異
を
保
持
し
た
ま
ま
、

そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
が
修
正
さ
れ
、
よ
り
広
い
視
野
か

ら
対
象
を
捉
え
直
す
こ
と
で
、
新
た
な
意
味
が
創
発

さ
れ
る
解
釈
学
的
営
み
で
あ
る

（8）
。

　

M
ediation T

alk

に
お
い
て
、
こ
の
「
地
平
の

融
合
」
は
協
働
対
話
か
ら
共
創
対
話
へ
と
展
開
す
る

理
論
的
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
当
事
者
は

対
話
を
通
じ
て
互
い
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
語
り
、
聴
き
、

患
者
・
家
族
の
生
活
世
界
と
医
療
者
の
専
門
知
と
い

う
異
な
る
地
平
を
相
互
に
拓
い
て
い
く
。
そ
の
結
果
、

従
来
の
価
値
観
や
固
定
的
な
立
場
を
超
え
た
新
た
な

意
味
理
解
が
生
成
さ
れ
、患
者・家
族・医
療
者
に
と
っ

て
共
有
可
能
な
協
働
意
思
決
定
へ
と
発
展
す
る
。
し

た
が
っ
て
、「
地
平
の
融
合
」
は
、
相
互
理
解
を
深
め

る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
意
味
と
価
値
を
共
創
す
る

M
ediation T

alk
の
中
核
概
念
と
し
て
機
能
す
る
。

　
２
．
２
．M

ediation T
alk

M
ediation T

alk

　
　
　
　
―
協
働
か
ら
共
創
を
生
成
す
る
対
話
モ
デ
ル

―
協
働
か
ら
共
創
を
生
成
す
る
対
話
モ
デ
ル

　

本
稿
が
提
唱
す
るM

ediation T
alk

は
、
従
来

の
問
題
解
決
型
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
、
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
を
基
盤
と
し

て
再
構
成
し
、
さ
ら
に
カ
ミ
ュ
の
不
条
理
論
と
ガ
ダ

マ
ー
の
解
釈
学
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
協

働
か
ら
共
創
へ
」
と
展
開
す
る
対
話
実
践
モ
デ
ル
で

あ
る

（9）
。
そ
の
目
的
は
、
対
立
の
解
消
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
対
話
を
通
し
て
新
た
な
意
味
理
解
と
協
働

意
思
決
定
を
共
創
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
⑴ M

ediation Talk

の
定
義
と
特
徴

　

M
ediation T

alk

と
は
、
社
会
構
成
主
義
に
基

づ
く
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
、
カ

ミ
ュ
の
自
由
論
（
不
条
理
の
認
識
と
反
抗
的
連
帯
）

お
よ
び
ガ
ダ
マ
ー
の
「
地
平
の
融
合
」
を
統
合
し
た

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
モ
デ
ル
で
あ
る
。

本
モ
デ
ル
で
は
、「
協
働
」
と
「
共
創
」
を
区
別
し

て
位
置
づ
け
る
。
協
働
と
は
、
当
事
者
が
互
い
の
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
を
語
り
、
聴
き
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
対

話
の
実
践
過
程
で
あ
る
。
一
方
、
共
創
と
は
、
そ
の

協
働
的
対
話
を
通
し
て
当
事
者
双
方
の
理
解
の
地

平
が
広
が
り
、
新
た
な
意
味
理
解
、
価
値
、
さ
ら

に
は
協
働
意
思
決
定
が
創
発
さ
れ
る
過
程
を
指
す
。

従
っ
て
、M

ediation T
alk

は
、
従
来
の
問
題
解

決
型
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
にInterest

・
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互
い
の
価
値
を
理
解
す
る
協
働
的
対
話
を
支
援
す
る
。

　
⑷ 

制
約
の
共
有
と
連
帯
か
ら
共
創
へ

　

M
ediation T

alk

の
根
底
に
は
、
カ
ミ
ュ
の
連

帯
概
念
が
あ
る
。
患
者
、家
族
、医
療
者
は
い
ず
れ
も
、

疾
患
や
死
、
生
物
学
的
限
界
と
い
っ
た
避
け
る
こ
と

の
で
き
な
い
制
約
の
前
に
立
つ
存
在
で
あ
る
。
こ
の

共
通
の
制
約
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
者
の

専
門
知
と
患
者
・
家
族
の
生
活
世
界
は
、
対
立
す
る

も
の
で
は
な
く
、
よ
り
よ
い
意
思
決
定
を
共
に
探
究

す
る
た
め
の
相
補
的
な
知
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
連
帯
を
基
盤
と
し
た
協
働
的
対
話

は
、
ガ
ダ
マ
ー
が
述
べ
た
「
地
平
の
融
合
」
を
通
し

て
相
互
理
解
を
深
め
、
新
た
な
意
味
と
協
働
意
思

決
定
を
共
創
す
る
営
み
へ
と
発
展
す
る
。
従
っ
て
、

M
ediation T

alk

は
、
問
題
解
決
を
目
的
と
す
る

対
話
で
は
な
く
、
協
働
か
ら
共
創
へ
と
展
開
す
る
対

話
的
実
践
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
３
．
３
．
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
践
の
発
展

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
践
の
発
展

　
　
　
　

  

―
協
働
か
ら
共
創
へ

―
協
働
か
ら
共
創
へ

　

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
構
築
さ
れ
た
２
０
０

Problem

・Issue

（
Ｉ
Ｐ
Ｉ
）
の
分
析
に
よ
っ
て

合
意
形
成
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｐ
Ｉ
分
析

は
当
事
者
が
抱
え
る
問
題
構
造
を
理
解
す
る
た
め
の

手
が
か
り
と
し
て
活
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
目
的
は
構

造
分
析
で
は
な
く
、
協
働
的
対
話
を
通
し
て
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
を
相
互
に
拓
き
、
新
た
な
意
味
を
共
創
す
る

こ
と
に
あ
る

（10）
。

　
⑵ M

ediation Talk

に
お
け
る
協
働
か
ら

 　
共
創
へ
の
対
話
プ
ロ
セ
ス

　

M
ediation T

alk

の
対
話
は
、「
お
そ
れ
な
い
」

「
待
つ
」「
あ
き
ら
め
な
い
」「
生
み
出
さ
れ
る
」
と

い
う
四
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
展
開
す
る
。

　

第
一
段
階
の
「
お
そ
れ
な
い
」
で
は
、メ
デ
ィ
エ
ー

タ
ー
は
怒
り
や
悲
し
み
、
不
安
な
ど
の
感
情
を
排
除

す
べ
き
も
の
と
は
考
え
ず
、
不
条
理
な
状
況
に
直
面

し
た
人
間
の
自
然
な
応
答
と
し
て
受
け
止
め
る
。

　

第
二
段
階
の
「
待
つ
」
で
は
、
当
事
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
十
分
に
語
り
、
互
い
に
聴
き
合

う
時
間
と
空
間
を
保
障
す
る
。
こ
の
段
階
で
は
結
論

を
急
が
ず
、
理
解
の
地
平
が
徐
々
に
拓
か
れ
る
こ
と

を
支
え
る
。

　

第
三
段
階
の
「
あ
き
ら
め
な
い
」
で
は
、
対
話
が

停
滞
や
対
立
を
繰
り
返
す
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
れ

で
も
な
お
対
話
の
可
能
性
を
信
頼
し
続
け
る
。
こ
こ

で
は
カ
ミ
ュ
の
反
抗
的
連
帯
が
、
対
話
を
継
続
す
る

倫
理
的
態
度
と
し
て
機
能
す
る
。

　

第
四
段
階
の
「
生
み
出
さ
れ
る
」
で
は
、
協
働
的

対
話
の
積
み
重
ね
を
通
し
て
、
新
た
な
意
味
理
解
と

協
働
意
思
決
定
が
、
双
方
の
当
事
者
自
身
に
よ
っ
て

共
創
さ
れ
る
。
こ
の
「
生
み
出
さ
れ
る
」
こ
と
は
、

メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
が
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
対
話

の
過
程
か
ら
創
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
⑶ 

反
抗
の
二
重
構
造
と
価
値
の
理
解

　
M

ediation T
alk

で
は
、
カ
ミ
ュ
の
反
抗
の
二

重
構
造
が
対
話
を
支
え
る
重
要
な
視
点
と
な
る
。
当

事
者
の
「
ノ
ー
」
は
単
な
る
拒
絶
で
は
な
く
、
そ
の

背
後
に
存
在
す
る
「
イ
エ
ス
」、
す
な
わ
ち
守
り
た

い
価
値
や
願
い
を
表
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
こ

の
治
療
は
受
け
た
く
な
い
」
と
い
う
発
言
は
、「
尊

厳
を
守
り
た
い
」「
苦
痛
を
最
小
限
に
し
た
い
」「
自

分
ら
し
く
生
き
た
い
」
と
い
う
肯
定
的
価
値
を
含
ん

で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
は
こ
の

二
重
構
造
を
理
解
し
、
表
面
的
な
対
立
の
背
後
に
あ

る
価
値
を
対
話
の
中
へ
開
示
す
る
こ
と
で
、
双
方
が
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０
年
代
以
降
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
価
値
観

の
多
様
化
、
患
者
参
加
型
医
療
の
進
展
、
医
療
安
全

へ
の
要
求
の
高
度
化
、
さ
ら
に
は
情
報
技
術
の
発
展

に
よ
り
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
医
療
に
お

け
る
意
思
決
定
は
、
単
に
医
学
的
知
識
を
共
有
す
る

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
患
者
・
家
族
・
医
療
者

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
価
値
観
や
生
活
世
界
を
踏
ま
え

な
が
ら
意
思
決
定
を
行
う
、
よ
り
複
雑
な
対
話
的
実

践
へ
と
変
化
し
て
い
る
前
掲
⑼
⑽
⑾
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
、
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
ま
た
新
た

な
発
展
段
階
を
迎
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、従
来
の
「
協

働（collaboration

）」を
基
盤
と
し
た
対
話
か
ら
、「
共

創
（co-creation

）」
を
目
指
す
対
話
へ
と
展
開
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
転
換
の

理
論
的
意
義
と
実
践
的
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
⑴ 

協
働
と
共
創
の
区
別

　

協
働
（Collaboration

）
と
は
、
共
通
の
目
標

に
向
け
て
知
識
や
技
能
を
共
有
し
、
相
互
に
役
割
を

担
い
な
が
ら
課
題
を
解
決
す
る
過
程
で
あ
る
⑿
⒀
。
医

療
現
場
で
は
、
多
職
種
が
専
門
性
を
持
ち
寄
り
、
患

者
の
利
益
と
い
う
共
通
目
標
に
向
け
て
連
携
す
る
実

践
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
医
療
の
質
と
安

全
を
支
え
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る

（14）
。
一
方
、
共
創

（Co-creation

）
は
、
多
様
な
主
体
が
相
互
作
用
を

通
し
て
、
新
た
な
意
味
、
価
値
、
理
解
、
さ
ら
に
は

意
思
決
定
そ
の
も
の
を
協
働
で
生
成
す
る
過
程
を
指

す
（15）
。Prahalad &

 Ram
asw

am
y

（
２
０
０
４
）

が
示
し
た
価
値
共
創
論
で
は
、
価
値
は
一
方
か
ら
提

供
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
相
互
作
用
の
過
程
か
ら

創
発
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る

（16）
。

　

M
ediation T

alk

で
は
、
こ
の
二
つ
を
明
確
に

区
別
す
る
。

　

「
協
働
」
は
対
話
を
成
立
さ
せ
る
実
践
過
程
で
あ

り
、「
共
創
」
は
各
自
の
対
話
か
ら
新
た
な
意
味
と

協
働
意
思
決
定
が
創
発
さ
れ
る
成
果
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、M

ediation T
alk

の
目
的
は
、
既

存
の
選
択
肢
の
中
か
ら
最
適
解
を
選
択
す
る
こ
と
に

と
ど
ま
ら
ず
、
患
者
・
家
族
・
医
療
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
共
有
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
意
思
決
定
を
共
に
創
り
出
す

こ
と
に
あ
る
。

　
⑵ M

ediation Talk

に
お
け
る
協
働
か
ら
共
創

 　
へ
の
展
開

　

M
ediation T

alk

で
は
、
対
話
は
「
会
話

（Conversation

）」「
協
働
対
話
（Collaborative 

D
ialogue

）」「
共
創
対
話
（C

o-creative 
D

ialogue

）」
と
い
う
三
つ
の
段
階
を
経
て
発
展

す
る
。

　

会
話
は
、
情
報
や
意
見
を
交
換
す
る
基
本
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
協
働
対
話
で
は
、
当

事
者
が
互
い
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
語
り
、
聴
き
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
認
知
フ
レ
ー
ム
や
価
値

観
を
理
解
し
、
相
互
理
解
を
形
成
し
て
い
く
。
こ
の

段
階
で
は
、
社
会
構
成
主
義
が
示
す
よ
う
に
、
異
な

る
現
実
構
成
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
対
話
の
前
提

と
な
る
。
さ
ら
に
共
創
対
話
で
は
、
相
互
理
解
に
と

ど
ま
ら
ず
、
対
話
を
通
し
て
当
事
者
双
方
の
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
が
動
態
的
に
変
容
す
る
。
ガ
ダ
マ
ー
の
い
う

「
地
平
の
融
合
」
は
、
こ
の
過
程
を
哲
学
的
に
説
明

す
る
概
念
で
あ
り
、
双
方
の
理
解
の
地
平
が
広
が
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
意
味
世
界
が
生
成
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
意
味
生
成
の
過
程
に
お
い
て
、
患
者
・
家

族
の
経
験
知
と
医
療
者
の
専
門
知
は
対
立
す
る
も
の

で
は
な
く
、
相
補
的
な
知
と
し
て
統
合
さ
れ
る
⒄
⒅
。

　

例
え
ば
終
末
期
医
療
で
は
、「
積
極
的
治
療
か
緩

和
ケ
ア
か
」
と
い
う
二
者
択
一
で
は
な
く
、
患
者
の

人
生
観
、
家
族
の
思
い
、
医
療
者
の
専
門
的
判
断
を
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対
話
の
中
で
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
患
者

に
固
有
の
治
療
・
ケ
ア
の
あ
り
方
が
協
働
で
見
い
だ

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
思
決
定
は
、
既
存
の
選
択

肢
を
選
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
意
味
を
共
有
す

る
過
程
か
ら
創
発
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

（19）
―

（22）
。

⑶
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
践
の
発
展

M
ediation T

alk

が
目
指
す
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
、
問
題
解
決
や
合
意
形
成
を
最
終
目
的
と

す
る
実
践
で
は
な
い
。
社
会
構
成
主
義
が
示
す
「
現

実
の
構
成
」、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
示
す
「
物
語
の
相
互
理
解
」、カ
ミ
ュ
が
示
す
「
不

条
理
の
共
有
と
連
帯
」、
そ
し
て
ガ
ダ
マ
ー
が
示
す

「
地
平
の
融
合
」
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
協
働

的
対
話
を
通
し
て
新
た
な
意
味
と
協
働
意
思
決
定
を

共
創
す
る
実
践
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
協
働
は
対
話

を
可
能
に
す
る
方
法
で
あ
り
、
共
創
は
対
話
か
ら
生

ま
れ
る
成
果
で
あ
る
。

M
ediation T

alk

は
、
こ
の
協
働
か
ら
共
創
へ

の
展
開
を
理
論
的
か
つ
実
践
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
従
来
の
問
題
解
決
型
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
発
展
さ
せ
、
医
療
に
お
け
る
倫
理
的
対
話

と
協
働
意
思
決
定
の
新
た
な
実
践
モ
デ
ル
を
提
示
す

る
も
の
で
あ
る
。

ま
と
め

ま
と
め

１
．
従
来
の
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
発
展
さ
せ

る
理
論
と
し
て
、
協
働
対
話
か
ら
共
創
対
話
へ

の
展
開
を
提
示
し
、
そ
の
実
践
モ
デ
ル
と
し
て

M
ediation T

alk

（
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
ー

ク
）
を
再
定
義
し
た
。

２
．M

ediation T
alk

と
は
、
社
会
構
成
主
義
に

基
づ
く
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
、

カ
ミ
ュ
の
不
条
理
論
と
ガ
ダ
マ
ー
の
「
地
平
の
融

合
」
の
視
点
を
統
合
し
、
共
感
、
承
認
、
傾
聴
、

情
動
調
整
を
通
し
て
対
話
可
能
性
を
生
成
し
、
そ

の
相
互
作
用
か
ら
新
た
な
意
味
、
価
値
、
協
働
意

思
決
定
を
行
う
倫
理
実
践
の
対
話
で
あ
る
。
こ
れ

は
単
な
る
合
意
形
成
の
技
法
で
は
な
く
、
相
互
理

解
の
変
容
と
協
働
世
界
の
生
成
を
志
向
す
る
実
践

的
枠
組
み
で
あ
る
。

３
．
協
働
を
「
共
通
の
目
標
に
向
け
て
、
知
識
や
技

能
・
経
験
を
共
有
し
、
相
互
理
解
を
形
成
す
る
対

話
の
過
程
」、
共
創
を
「
そ
の
対
話
を
通
し
て
新

た
な
意
味
、
価
値
、
協
働
意
思
決
定
が
創
発
さ
れ

る
過
程
」
と
位
置
づ
け
た
。

４
．
従
来
の
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
多
職
種

連
携
や
患
者
参
加
を
支
え
る
協
働
を
中
心
と
し
て

発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
価
値
観
の
多
様
化
し

た
現
代
医
療
で
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な

い
。
患
者
・
家
族
・
医
療
者
が
対
話
に
よ
る
互
い

の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
通
じ
て
、
新
た
な
理
解
と
意
思

決
定
を
協
働
で
生
成
す
る
共
創
へ
の
展
開
が
求
め

ら
れ
る
。

５
．M

ediation T
alk

は
、
問
題
解
決
や
合
意
形

成
を
目
的
と
す
る
従
来
の
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
発
展
さ
せ
、
協
働
を
方
法
、
共
創
を
成
果
と

す
る
新
た
な
理
論
的
・
実
践
的
枠
組
み
を
提
示
す

る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
医
療
に
お
け
る
倫
理
的

対
話
と
協
働
意
思
決
定
の
基
盤
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

　

本
稿
の
学
術
的
意
義
は
、
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
、
問
題
解
決
を
目
的
と
す
る
実
践
か
ら
、
対
話

を
通
じ
て
新
た
な
意
味
と
協
働
意
思
決
定
を
生
成
す

る
共
創
モ
デ
ル
と
し
て
再
構
成
し
た
点
に
あ
る
。
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本
稿
で
は
、
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
「
協
働

か
ら
共
創
へ
」
と
発
展
さ
せ
る
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
、

M
ediation T

alk

（
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン・ト
ー
ク
）

を
提
案
し
た
。
そ
の
理
論
的
基
盤
と
し
て
、
社
会
構

成
主
義
に
よ
る
現
実
構
成
論
、
カ
ミ
ュ
の
不
条
理
論

と
反
抗
的
連
帯
、
さ
ら
に
ガ
ダ
マ
ー
の
哲
学
的
解
釈

学
に
お
け
る
「
地
平
の
融
合
」
を
統
合
し
、
対
話
を

通
し
て
相
互
理
解
を
深
め
、
新
た
な
意
味
と
協
働
意

思
決
定
を
共
創
す
る
理
論
的
枠
組
み
を
提
示
し
た
。

　

医
療
に
お
け
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
は
、
単
な
る
情
報

不
足
や
利
害
対
立
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
価
値
観
を
も
つ
人
々
が
出
会
う
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
や

社
会
に
は
、
問
題
解
決
や
合
意
形
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、

対
話
を
通
し
て
互
い
の
理
解
の
地
平
を
広
げ
、
新
た

な
意
味
を
共
に
創
り
出
す
実
践
が
求
め
ら
れ
る
。
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